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萬
安
隄
は
海
浜
に
面
し
、
屈
曲
し
た
地
勢
の
米
湊
に
あ
る
。
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
に
郡
役
人
の
岡
重
道
が
藩
に
申
し
上
げ
て
、
土
地
の
良
し

悪
し
を
判
断
し
て
、
石
隄
を
創
築
し
た
。
外
は
海
潮
の
衝
激
か
ら
守
り
、

内
は
海
舟
を
泊
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
名
は
萬
安
と
い
い
、
舟
が
揺

れ
る
患
い
が
無
い
。 

そ
の
地
に
は
、
久
し
く
宮
内
氏
が
有
る
。
宮
内
道
徳
が
こ
の
地
を
治
め
、

そ
の
助
力
を
藩
に
よ
っ
て
誉
め
ら
れ
た
。
創
築
以
来
、
数
次
に
わ
た
り
増

築
し
、
隄
長
は
数
百
丈
（
三
〇
〇
ｍ
以
上
）
に
も
な
っ
た
。
商
船
や
漁
船
の

海
上
往
来
は
利
益
と
な
っ
た
。
岡
重
道
の
後
を
継
い
だ
の
は
、
豊
川
祐
盛

と
兵
頭
正
名
で
あ
る
。
二
人
が
修
築
し
た
役
目
は
数
十
年
と
な
る
。 

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
風
波
の
た
め
、
隄
外
に
砂
が
溜
ま
っ
て
港
口

が
塞
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
豊
川
直
政
、
そ
の
子
豊
川
直
燾
と
兵
頭
正

名
に
数
十
丈
（
三
〇
ｍ
以
上
）
の
増
築
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三

年
、
豊
川
直
燾
に
代
え
て
山
田
幸
を
後
任
と
し
、
熊
野
芳
雄
を
使
っ
て
監

督
さ
せ
た
。
萬
安
港
の
堤
【
判
読
不
明
】
高
さ
十
数
尺
（
三
ｍ
以
上
）。
毎

夜
、
上
部
に
灯
火
を
点
灯
し
て
、
商
船
や
漁
船
は
夜
間
に
入
港
す
る
際
に

こ
れ
を
使
用
し
た
の
で
【
判
読
不
明
】
防
波
堤
に
接
触
し
て
舟
破
れ
櫂
砕

け
る
危
険
は
無
い
。
灯
台
は
当
初
は
木
造
で
あ
っ
た
。【
判
読
不
明
・
何
度

も
修
築
し
た
が
風
波
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。】
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十

月
に
、
芳
雄
ら
は
考
え
て
石
の
灯
台
に
替
え
、
そ
れ
は
不
朽
の
も
の
と
な

っ
た
。 

   

右
は
、
「
萬
安
港
旧
灯
台
」
（
伊
予
市
指
定
文
化
財
）
に
刻
ま
れ
た
銘
文

の
う
ち
、
下
記
図
②
⑨
⑩
の
箇
所
を
現
代
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
風
化

の
た
め
判
読
不
明
な
箇
所
が
あ
る
も
の
の
、「
萬
安
港
旧
灯
台
」
が
製
作
さ

れ
た
経
緯
を
説
明
す
る
重
要
な
金
石
文
で
あ
る
。 
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